
道路事業関係



■
国
道

５
７

号
宇
土
道
路
は
、
熊
本
県
熊
本
市

と
熊
本

県
天
草
市

を
結

ぶ
延

長
約
７
０

ｋ
ｍ

の
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
一
部
を
構
成
す
る

道
路

。

■
宇
土

道
路

の
整
備
に
よ
り
、
宇
土
半
島
に
存

在
す
る

特
殊
通
行

規
制

区
間

に
対
し
て

、
災

害
時
に
お
い
て
も
速
や
か
に
緊
急
車
両
や
一
般
車

両
の

通
行
を

確
保
し
、
災
害
時
の
ダ
ブ
ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
効
果
に

期
待

。

国
道

５
７
号

宇
土

道
路

【
直

轄
】

道
路
－
１
５

く
ま

も
と

あ
ま

く
さ

継
続

う
と

く
ま

も
と

あ
ま

く
さ

う
と

あ
ま

く
さ

う
と

《
位

置
図
》

《
諸
元
等
》

熊
本

県
宇

土
道

路

《
路

線
位

置
図

》

熊
本
宇
土
道
路

延
長

3
.8

km
宇
土
道
路

延
長

6
.7

km
三

角
大

矢
野

道
路

延
長

3
.7

km
松
島
有
明
道
路

延
長

1
0
.0

km

本
渡
道

路
延
長

1
.3

km
大

矢
野

道
路

延
長

3
.4

km

熊
本
天
草
幹
線
道
路

延
長
約

70
km

松
島
有
料
道
路

延
長

3
.3

km

ほ
ん
ど

ま
つ
し
ま
あ
り
あ
け

お
お
や

の
み
す
み
お
お
や
の

く
ま
も
と

う
と

う
と

ま
つ
し
ま

R
4
開
通

予
定

開
通
済

開
通
済

開
通

済

事
業

区
間

：
熊

本
県
宇
土
市
城
塚
町

～
宇
土
市
上
網
田
町

延
長

：
６
．
７
ｋ
ｍ

全
体
事
業
費

：
２
５
７
億
円

Ｒ
３
当

初
：
２
１
．
９
億
円
（
事
業
費
）

う
と

じ
ょ
う

つ
か

ま
ち

う
と

か
み

お
う

だ
ま
ち

う
と

宇
土

三
角

道
路

延
長

1
3
.5

km

う
と

み
す
み

01020304050

通
常
時

(整
備
前
）

災
害
時

(整
備
前

)

整
備
後

約
4
6
分

約
3
2
分

約
3
6
分

(分
)

五
橋
入
口

交
差
点

松
原

歩
道

橋
交

差
点

災
害
時

(整
備
前

)
約

4
6
分

災
害
時

約
14

分
短
縮

写
真
①

《
整

備
効

果
》

台
風
18
号
の
越
波
(
H
11
)

災
害
時

約
1
4
分
短
縮

写
真
①

資
料
：
E
T

C
2
.0

(R
1
.1

0
:平

日
12

h
平
均

)
※
宇
土
道
路
は
設
計
速
度

8
0
km

/
h
で
算
出

■
災
害
時
の
所
要
時
間
比
較

(松
原
歩
道
橋
交
差
点
～
五
橋
入
口
交
差
点

)

宇
土
道
路

延
長

6
.7
㎞

特
殊
通
行
規
制
区
間
（
越
波
）
4
.0

km

災
害

等
に
よ
る
通
行
止
め
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■
幹
線

道
路

に
お
け
る
安
全
・
安
心
な
道
路
交

通
環
境

の
創
出
を

目
的

に
事

業
を
推
進

。

■
当
該

箇
所

の
交
通
安
全
対
策
に
よ
り
、
歩
行

者
が
安

全
・
安
心

に
通

行
で

き
る
歩
行

空
間

の
確
保
、
死
傷
事
故
件
数
の
減
少
が
期
待
。

熊
本

３
号

交
通

安
全

対
策

【
直

轄
】

道
路
－
１
６

事
業

区
間
：
熊

本
県

水
俣

市
袋

事
業

量
：
２
箇
所

Ｒ
３
当
初

：
０
．
５

億
円

（
事

業
費
）

《
位

置
図
》

《
平

面
図
》

《
現

地
状
況

》

《
対

策
イ
メ

ー
ジ
》

《
諸
元
等
》

事
業
箇
所

み
な

ま
た

ふ
く
ろ

凡
例

交
安

法
指

定
通

学
路

学
校
指

定
通

学
路

未
就
学
児

の
お
散

歩
コ
ー
ス

事
業
箇
所
①

事
業
箇
所
②

写
真
①

写
真
②

ふ
く
ろ

袋
中

学
校

ふ
く
ろ

袋
小

学
校

み
ど
り
の
森
こ
ど
も
園み

な
ま
た

水
俣

さ
く
ら
保

育
園

14
,7

30
台

/日

至
出
水
市

い
ず
み

至
八
代
市

や
つ
しろ

事
業
箇
所
①

事
業

箇
所

②

至 八 代 市

や つ し ろ

至 出 水 市

い ず み

至 出 水 市

い ず み

至 八 代 市

や つ し ろ

（
単
位
：
m
）

事
業
箇
所
②

【現
況
断
面
図
】

【計
画
断
面
図
】

事
業
箇
所
①

【現
況
断
面
図
】

【計
画
断
面
図
】

3.
00

1.
10

0.
75

3.
25

3.
25

0.
30

7.
55

3.
00

2.
50

0.
75

3.
25

3.
25

0.
30

7.
55

路
肩

車
道

車
道

路
肩歩
道

歩
道

路
肩

車
道

車
道

路
肩
歩
道

(溜
り場

）
歩
道

3.
00

1.
25

3.
25

3.
25

0.
85

8.
60

路
肩

車
道

車
道

路
肩

歩
道

3.
00

0.
75

3.
25

3.
25

0.
85

8.
10

2.
50

路
肩

車
道

車
道

路
肩

歩
道

歩
道

(溜
り場

）

ふ
く
ろ

○
国

道
３

号
袋
歩

道
整

備

未
就

学
児
等

が
日
常
的

に
集
団
で
移
動
す
る
経
路
で
あ
る
が
、
横
断

歩
道

部
に
歩

行
者
の
滞

留
場
所
が
無
く
、
安
全
確
保
で
き
て
い
な
い
。

新
規
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事
業

区
間

：
大
分
県
中
津

市
耶

馬
溪

町
大
島

～
大
分

県
中

津
市

山
国
町

守
実

事
業

主
体

：
大
分
県

延
長

：
８
．
５
ｋ
ｍ

全
体
事
業
費

：
４
５
８
億
円

Ｒ
３

当
初

：
０
．
４
億
円

（
事

業
費

）

■
耶

馬
溪
山
国

道
路
は
、
重
要
港
湾
中
津
港
か
ら

日
田

市
に
至

る
「
中

津
日
田

道
路
」

の
一
部
を
構
成
し
、
物
流
の
効
率
化
に
よ
り
、
大
分
県
北

西
部

に
集

積
す
る
自
動
車
関
連
産
業
等
、
地
域

産
業
の

活
性
化

や
中
津

・日
田

間
の

広
域
観

光
の
振
興
を
支
援
す
る
道
路
。

■
耶
馬

溪
山

国
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
自
然
災

害
に
対

し
て
脆
弱

な
国

道
２

１
２
号
の

代
替

路
（
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
）
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、

名
勝

耶
馬
渓
の
青
の
洞
門
、
羅
漢
寺
、

深
耶
馬

渓
（
一
目

八
景

）
な

ど
、
観
光

地
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
に
期
待
。

国
道

２
１
２
号

耶
馬

溪
山

国
道

路
【
補

助
】

道
路
－
１
７

《
位

置
図

》

《
路

線
位

置
図

》

《
諸
元
等
》

《
当

該
区

間
で
の

課
題
と
効
果
》

や
ば

け
い

や
ま

く
に

新
規

な
か

つ
ひ

た

な
か

つ
や

ば
け
い

ま
ち

お
お

し
ま

ど
う

も
ん

あ
お

な
か

つ
ひ

た

な
か

つ
ひ

た

や
ば

け
い

や
ま

く
に

ひ
と

め
は
っ

け
い

ら
か

ん
じ

な
か

つ
や
ま

く
に

ま
ち

も
り

ざ
ね

様
々
な
物
資
輸
送
に
利
用
さ
れ
る
現
道
国
道

21
2号

耶
馬

溪
山

国
道
路

し
ん

や
ば

け
い

青
の

洞
門

羅
漢

寺

深
耶

馬
渓

（
一

目
八
景
）

名
勝

耶
馬
渓

深
耶
馬
渓
（
一
目
八
景
）

H
24
現
道
被
災
状
況

（
崩
土
流
出
）

H
29
現

道
被

災
状

況
（

河
川

氾
濫

に
よ
る

冠
水
）

や
ば

け
い

や
ま

く
に
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事
業

区
間

：
大
分
県

中
津

市
三

光
西

秣

～
中
津
市
本

耶
馬

溪
落

合

延
長

：
１
２
．
８
ｋ
ｍ

全
体
事
業
費

：
５
５
６
億

円
R

３
当

初
：
７
５
．
４
億
円

（
事

業
費

）

■
三
光
本
耶
馬
渓
道
路
は
、
九
州
横
断
自
動
車
道
と
東
九
州
自
動
車
道
及
び
重
要
港
湾
中
津
港
と
を
相
互
に
連
絡
す
る
中
津
日
田
道
路
の
一
部
を
構
成
し
、
物
流
の
効
率
化

及
び
広
域

観
光
の
振
興
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
災
害

に
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的
と
す
る
道
路
。

■
三
光
本
耶
馬
渓
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
災
害
時
に
お
い
て
も
速
や
か
に
緊
急
車
両
や
一
般
車
両
の
通
行
を
確
保
し
、
災
害
時
の
代
替
路
（リ

ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
）の

確
保
に
期
待
。

国
道

２
１
２
号

三
光

本
耶

馬
渓

道
路

【
直

轄
】

道
路
－
１
８

大
分

県

三
光
本
耶

馬
渓
道

路

な
か

つ
さ

ん
こ

う
ほ

ん
や

ば
け

い

《
位
置

図
》

《
諸
元
等
》

《
路

線
位

置
図

》

《
整

備
効

果
》

写
真
①
：

H
24

.7
被
災
（
路
肩
崩
落
）

写
真
②
：

H
29

.7
被
災
（
路
肩
崩
落
）

な
か

つ
さ

ん
こ

う
に
し

ま
く
さ

な
か

つ
ほ

ん
や

ば
け

い
お
ち

あ
い

写
真
③
：

H
29

.7
被
災
（
冠
水
）

▲
国

道
21
2号

の
通

行
規

制
状
況
（
H2
1～

H3
0）

、
九
州
北
部
豪
雨
（
H2
4.
7、

H
29
.
7）

の
被
災

状
況

延
長

5.
0k

m
R3

.2
.2

8
2車

線
開
通

な
か

つ
ひ

た

さ
ん

こ
う

ほ
ん

や
ば

け
い

継
続

さ
ん

こ
う
ほ

ん
や

ば
け

い

R2
.2

2車
線

開
通

至 日 田 市
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■
高
千

穂
雲

海
橋
道
路
は
、
熊
本
県
上
益
城
郡

御
船
町

か
ら
宮
崎

県
延

岡
市

に
至
る
「

九
州

横
断
自
動
車
道
延
岡
線
」
の
一
部
を
構
成
し
、

防
災

機
能

の
向
上
や
、
物
流
阻
害
の
回
避
に

寄
与
す

る
道
路
。

■
高
千

穂
雲

海
橋
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
現
道

線
形
が

厳
し
い
箇

所
を

回
避

し
、
災
害

時
に

お
い
て
も
速
や
か
に
緊
急
車
両
や
一
般
車
両
の

通
行

を
確

保
し
、
災
害
時
の
代
替
路
（
リ
ダ

ン
ダ
ン

シ
ー
）
の

確
保

に
期

待
。

国
道

２
１
８
号

高
千

穂
雲

海
橋

道
路

【
直

轄
】

道
路
－
１
９

た
か

ち
ほ

う
ん

か
い

ば
し

福
岡

県

佐
賀

県

長
崎

県

大
分

県

鹿
児

島
県熊
本

県

宮
崎

県

高
千
穂

雲
海

橋
道

路
た

か
ち

ほ
う
ん

か
い

ば
し

《
路

線
位

置
図

》

《
位
置

図
》

《
諸
元
等
》

事
業
区
間

：
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高
千
穂
町
大
字
三
田
井
～

宮
崎
県
西
臼
杵
郡
日
之
影
町
大
字
七
折

延
長
：
３
．
３
ｋ
ｍ

全
体
事
業
費
：
１
６
０
億
円

Ｒ
３

当
初

：
１
．
０
億
円
（
事
業
費
）

に
し

う
す

き
ひ

の
か

げ
ち

ょ
う

た
か

ち
ほ

ち
ょ

う
に

し
う

す
き

み
た

い

な
な

お
り

み
や

ざ
き

み
や

ざ
き

《
当

該
区

間
の

課
題

と
効
果
》

写
真
①

事
故
状
況

(雲
海
橋
交
差
点

)

至
延

岡

至
熊

本

32
5

21
8

21
8

高
千

穂
町

た
か

ち
ほ

ち
ょ
う

宮
崎
県

み
や

ざ
き

総
合
公
園
前

そ
う
ご

う
こ
う
え

ん
ま

え

駅
通

り
え
き
ど
お

尾
迫

原
お

さ
こ
ば

る

一
本
木

い
っ

ぽ
ん

ぎ

馬
門

ま
か

ど

高
千
穂
町

戸
ノ
鼻

た
か
ち
ほ
ち
ょ
う

と
の

は
な

高
千

穂
雲
海
橋
道
路

た
か

ち
ほ

う
ん

か
い

ば
し

高
千
穂
IC

た
か

ち
ほ

・
平
面
線
形
が
厳
し
い
箇
所
：
４
箇

所
→

０
箇

所
・
縦
断
線
形
が
厳
し
い
箇
所
：
２
箇

所
→

０
箇

所

並
行
現
道

：
平
面
線
形
が
厳
し
い
箇
所

：
縦
断
線
形
が
厳
し
い
箇
所

：
信
号
交
差
点

：
人
身
事
故
発
生
箇
所
（
H

28
-R

2）
：
物
損
事
故
発
生
箇
所
（
H

28
-R

2）
：
事
故
に
よ
る
通
行
止
め
実
績
（
H

28
-R

2）
雲
海
橋

う
ん
か

い
ば

し

▲
現
道
の
交
通

事
故

発
生

状
況

図

至
熊

本

至
延

岡

写
真
②

木
材
の
運
搬
状
況

(雲
海
橋
交
差
点

)

◀
大

規
模

災
害

時
の

迂
回

ル
ー
ト

の
べ

お
か

か
み

ま
し

き
み

ふ
ね

の
べ

お
か

た
か

ち
ほ

う
ん

か
い

ば
し

宮
崎

県

熊
本

県

嘉
島

J
C

T

益
城
熊
本

空
港

IC

御
船

IC

凡
例

：
開
通
済
区
間

：
事
業
区
間

：
調
査
中
区
間

：
対
象
区
間

甲
佐
町

こ
う

さ
ま
ち

西
原
村

に
し

は
ら

む
ら

く
ま

も
と

み
や

ざ
き

美
里
町

み
さ
と

ま
ち

山
都
町

や
ま

と
ち
ょ
う

五
ヶ
瀬
町

ご
か

せ
ち
ょ
う

諸
塚
村

も
ろ

つ
か

そ
ん

延
岡
市

の
べ

お
か

し

日
之
影
町

ひ
の

か
げ

ち
ょ
う

高
千
穂
町

た
か

ち
ほ

ち
ょ
う

熊
本
市

く
ま

も
と

し

高
千

穂
雲
海
橋
道

路
延

長
3
.3
ｋ
ｍ

た
か

ち
ほ

蔵 田

( 仮) 北 中 島 IC

小 池 高 山 IC

上 野 吉 無 田 IC

( 仮) 矢 部 IC

北 方 IC

舞 野 IC

日 之 影 深 角 IC

熊
本

IC

( 仮) 五 ヶ 瀬 東 IC

山 都 中 島 西 IC

26
5

21
8

21
8

21
8

21
8

延
岡

J
C

T
・
IC

21
8

26
5

50
3

32
5

44
5

44
3

44
5

平 底

嘉
島

J
C

T
～

矢
部

2
3
.0

km

9
.2

km
高
千
穂
日
之
影
道
路

5
.1

km

北
方
延
岡
道
路

1
3
.1

km

く
ま

も
と

か
し
ま

み
ふ
ね

ま
し

き
く
ま

も
と

か
し
ま

や
べ

お い け た か や ま

う え の よ し む た

や ま と な か し ま に し

き た な か し ま

や べ

ご か せ ひ が し

( 仮) 五 ヶ 瀬 西 IC

ご か せ に し

ひ の か げ ふ か す み

ひ ら そ こ

く ら た

き
た

か
た

の
べ

お
か

き た か た

ま い の

の
べ

お
か

た
か

ち
ほ

ひ
の

か
げ

う
ん
か

い
ば

し

西 臼 杵 郡 高 千 穂 町

に し う す き

宮 崎 県

大 字 三 田 井

み た い

み や ざ き

た か ち ほ ち ょ う

( 仮) 蘇 陽 IC

そ よ う

7
.9

km
蘇

陽
五

ヶ
瀬

道
路

そ
よ

う
ご

か
せ

西 臼 杵 郡 日 之 影 町

に し う す き

宮 崎 県

大 字 七 折

な な お り

み や ざ き

ひ の か げ ち ょ う

( 仮) 高 千 穂 IC

た か ち ほ

雲 海 橋

う ん か い ば し

五
ヶ
瀬

高
千

穂
道

路
ご

か
せ

た
か

ち
ほ

大
分
県

熊
本
県

宮
崎
県

佐
伯
市

豊
後
大
野
市

竹
田
市

延
岡
市

日
之
影
町

五
ケ
瀬
町

椎
葉
村

諸
塚
村

美
郷
町

山
都
町

高
森
町

南
阿
蘇
村

阿
蘇
市

産
山
村

南
小
国
町

57

32
6

32
5

26
5

21
8

44
2

21
2

26
5

26
5

50
3

50
2

細
島
港

高
千
穂
町

0
2
0
k
m

1
0
k
m

通
行
止
め
時
の
迂
回
ル
ー
ト

（
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
、
大
型
車
）

現
況
ル
ー
ト

L=
63

km
（

68
分
）

セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
な
ど

大
型
車
は
広
域
迂
回
が
必
要

国
道

21
8号

に
架
か
る

雲
海
橋
の
老
朽
化
が
進
行

延
岡
方
面
へ

約
４
割
出
荷

全
国

へ

2
1
2

2
6
5

5
0
2

3
2
6

3
2
5

2
1
8

1
0

5
0
3

写
真

②

2
1
2

57

細
島
港
ま
で
の
迂
回
距
離

迂
回

時
2
0
2
㎞

（
2
3
4
分

）
⇒

整
備

後
6
2
㎞

（
6
2
分

）

高
千

穂
雲
海
橋

道
路

た
か

ち
ほ

う
ん

か
い

ば
し

代
替
路
確
保
に
よ
る

物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築

熊
本
方
面
へ

約
６
割
出
荷

ほ
そ

し
ま

新
規

た
か

ち
ほ

う
ん

か
い

ば
し
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4
79

20
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1
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0

70
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18
5

40
26

35

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

80
0

北
海
道

別
海
町

宮
崎
県

都
城
市

鹿
児
島
県

鹿
屋
市

鹿
児
島
県

志
布
志
市

熊
本
県

菊
池
市

（
億
円
）

6
5
3
 

6
3
5

3
3
4

2
9
9

■
都
城

道
路

(Ⅱ
期

)・
都
城
道
路
は
、
都
城
志
布

志
道

路
の
一
部

を
構

成
し

、
九
州
縦

貫
自

動
車
道
宮
崎
線
と
の
結
節
に
よ
る
物
流
の
効
率
化
を

図
る

と
と

も
に
、
市

街
地
の
交
通
混
雑
解
消

及
び
沿

道
環
境
改

善
を

目
的

と
す
る
道

路
。

■
九

州
縦
貫

自
動
車
道

宮
崎
線
「
都
城
IC
」
と
国

際
バ

ル
ク
戦
略

港
湾

「
志

布
志
港
」

を
結

ぶ
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
所
要
時
間
が

短
縮

す
る

こ
と
で
、

物
流
の
効
率
化
や
地
域
経

済
の

活
性
化
な

ど
が

期
待

。

道
路
－
２
０

国
道

１
０
号

都
城

道
路

（
Ⅱ

期
）
・
都

城
道

路
【
直

轄
】

・
み

や
こ
の

じ
ょ
う

み
や
こ
の
じ
ょ
う

み
や
こ
の
じ
ょ
う

み
や
こ
の
じ
ょ
う

5
11

21
34

47

62
76

83

02040608010
0

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

《
位
置

図
》

《
諸
元
等
》

【
都
城
道
路
（
Ⅱ
期
）
】

事
業

区
間
：
宮
崎
県
都
城

市
高

木
町

～
都

城
市

乙
房

町
延

長
：

５
．
７

ｋ
ｍ

全
体
事
業
費

：
２
５
８

億
円

Ｒ
３

当
初
：
４

２
．
９
億

円
（
事
業
費
）

【
都
城
道
路
】

事
業

区
間
：
宮
崎
県
都
城

市
乙

房
町

～
都

城
市

五
十

町

延
長
：

７
．
７
ｋ
ｍ

全
体
事
業
費

：
４
０
４
億
円

Ｒ
３

当
初
：
１
５
．
６

億
円

（
事

業
費
）

《
路

線
位

置
図

》

都
城

道
路

（
Ⅱ

期
）

都
城

道
路

《
整
備

効
果
》

宮
崎
県

資
料

：
志

布
志

市
(
H
2
9
)

志
布
志
港

し
ぶ

し

宮
崎

方
面

み
や
ざ
き

熊
本

方
面

く
ま

も
と

国
道

R
O

U
TE

10

国
道

R
O

U
TE

22
0

国
道

R
O

U
TE

22
0

都
城

志
布

志
道

路
延

長
4
4
km

み
や
こ
の
じ
ょ
う

＜
凡
例
＞

都
城

志
布

志
道

路

開
通

済
事

業
中

主
な
農

業
施

設
位
置

養
牛

場

養
豚

場

養
鶏

場

一
般

国
道

高
速

自
動

車
国

道

開
通

済
事

業
中

み
や

こ
の
じ
ょ
う

や
ま
だ

都
城
市
山
田
支
所

■

都
城
道
路

延
長

7
.7

km

R
3
年
度

開
通
予
定

延
長

3
.0

km
横

市
IC

よ
こ
い
ち

乙
房

IC
（
仮

称
）

お
と
ぼ
う

五
十

町
IC

ご
じ
っ
ち
ょ
う

平
塚

IC
ひ

ら
つ
か

都
城
道
路
（
Ⅱ
期
）

延
長

5
.7

km

R
3
.3

.2
8

開
通

延
長

5
.8

km

R
3
.2

.2
7

開
通

延
長

3
.6

km

畜
産
業
産
出
額

全
国

2位

■
所
要
時
間
の
変
化
(志

布
志
港
～
都
城
市
山
田
支
所
間
)

資
料
：
宮
崎
河
川
国
道
事
務
所

写
真
①

H
3
0
年

3
月
末

現
況

（
H
3
1
.3

.1
7
）

（
横
市

IC
～
平
塚

IC
開
通
時
）

未
整
備
時

（
H
1
1
年

）
（
都

城
志

布
志

道
路

未
整
備
時

）

将
来

（
全
線
開
通
時
）

資
料
：
宮
崎
県
・
都
城
市
提
供
資
料
（
H

3
0
）

■
都
城
市
の
企
業
立
地
件
数

都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地

桜
木
地
区
（Ｈ

30
着
工
）

都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地

[穂
満
坊
地
区

](Ｈ
25

完
成

)

都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地

[大
井
手
地
区

](Ｈ
25

完
成

)
高
城
工
業
団
地

(Ｈ
19

完
成
）

高
木
工
業
団
地

（Ｈ
6完

成
）

都
城

IC
至 田 野 Ｉ Ｃ

至 高 原 Ｉ Ｃ

■
都
城
ＩＣ

付
近
の
工
業
団
地
の
立
地
状
況

肉
用

牛
の
肥

育
状

況
（
宮
崎

県
都
城

市
）

※
都
城
市
山
田
支

所
：
主
要
な
農
場
が
立
地
す
る
箇
所
と
し
て
設
定

都
城

駅
前

交
差

点
付

近
の
渋
滞
状
況

E
1
0

E
7
8

E
7
8

E
1
0

宮
崎
県

都
城
市

立
地

件
数

が
約

1
5
倍

：
企
業
立
地
件
数
累
計
（
件
）

（
バ
ル
ク
港
湾
）

国
道

RO
UT

E
26

9

国
道

RO
UT

E
22

2

し
ぶ

し

■
畜
産
業
産

出
額
（
全
国
上
位
5位

：
H
30
市
町
村
別
）

し
ぶ

し

み
や
こ
の
じ
ょ
う

た
か

ぎ
ち
ょ
う

お
と
ぼ

う
ち
ょ
う

し
ぶ

し

資
料
：
農
林
水
産
省

H
3
0
都
道
府
県
別
農
業
産
出
額
よ
り
算
出

み
や
こ
の
じ
ょ
う

全
線
開
通

み
や
こ
の
じ
ょ
う

継
続

み
や
こ
の
じ
ょ
う

お
と

ぼ
う
ち
ょ
う

ご
じ

っ
ち

ょ
う

み
や
こ
の
じ
ょ
う

写
真

①

み
や
こ
の
じ
ょ
う
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■
高

千
穂
日

之
影

道
路
は
、
熊
本
県
御
船
町
か
ら
宮

崎
県
延

岡
市
に
至
る
「
九
州

横
断
自

動
車
道
延
岡
線
」の

一
部
を
構
成
し
、
観
光
振
興
等
に

寄
与

す
る
道

路
。

■
高

千
穂
日

之
影

道
路
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
富
な
観
光
資
源
を
有
す
る
高
千
穂
町
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
が
向
上
し
、
高
千
穂
町
の
受
け
入
れ
体
制

を
強
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
数
の
増
加
に
よ
る
観
光
振
興
等
が
期
待
。

国
道

２
１
８
号

高
千

穂
日

之
影

道
路

【
直

轄
】

道
路
－
２
１

た
か

ち
ほ

ひ
の

か
げ

た
か

ち
ほ

ひ
の

か
げ

の
べ

お
か

み
ふ

ね
ま

ち
の

べ
お

か

《
位
置
図
》 宮
崎
県

高
千

穂
日

之
影

道
路

事
業

区
間

：
宮
崎
県
西
臼
杵
郡
高
千
穂
町

～
西
臼
杵
郡
日
之
影
町

延
長

：
５
．
１
ｋ
ｍ

全
体
事
業
費

：
２
６
８
億
円

Ｒ
３

当
初

：
５
．
６
億
円
（
事
業
費
）

《
諸
元
等
》

に
し

う
す

き
た

か
ち

ほ
ち
ょ
う

ひ
の

か
げ

ち
ょ
う

■
高

千
穂
町
～
延
岡
市
間
の
所
要
時
間
（
休

日
） 約

6
8
分

約
4
0
分

約
30
分

短
縮

約
3
8
分

北
方

延
岡

道
路

開
通

前

北
方

延
岡

道
路

開
通

後
（

現
在

）

全
線
開
通

（
Ｒ
３

)

出
典
：
H
1
7
セ
ン
サ

ス
、
E
T
C
2
.
0
プ

ロ
ー
ブ

デ
ー

タ
（

休
日

）
H
2
9
.
1
～

1
2

R
2
1
8
の

み

き
た

か
た

の
べ

お
か

き
た

か
た

の
べ

お
か

約
28
分

短
縮

た
か

ち
ほ

ち
ょ

う
の

べ
お

か

R
2
1
8
+
北

方
延

岡
道

路
+

高
千

穂
日

之
影

道
路

た
か

ち
ほ

ひ
の

か
げ

き
た

か
た

の
べ

お
か

R
2
1
8
+
北

方
延

岡
道

路
+

高
千

穂
日

之
影

道
路

(
一

部
)

た
か

ち
ほ

ひ
の

か
げ

き
た

か
た

の
べ

お
か

高
千
穂
日
之
影
道
路

延
長

5
.1

k
m

令
和
３
年
内

開
通
予
定
区
間

延
長

2
 . 
3
 ㎞

平
成

3
0
年

1
1
月

1
1
日

開
通

北
方

延
岡

道
路 H

1
7
年

度
開

通
済

H
2
0
年

度
開

通
済

H
2
7
年

度
開

通
済

き
た

か
た

の
べ

お
か

H
2
4
年

度
迄

開
通

済

H
2
5
年

度

開
通

済

H
2
4
年

度

開
通

済

H
2
6
年

度

開
通

済

凡
例

□
□

□
□

国
交

省
整

備

N
E
X
C
O
管

理

調
査

中
区

間

直
轄

国
道

補
助

国
道

道
の

駅

観
光

地

事
業

中

た
か

ち
ほ

ひ
の

か
げ

熊
本
県

五
ヶ
瀬
町

大
分
県

宮
崎
県

日
之
影
町

延
岡

市

門
川

町

山
都
町

五
ヶ
瀬
の
里

キ
ャ
ン
プ
場五

ヶ
瀬

ワ
イ
ナ
リ
ー

高
千
穂
峡

高
千
穂
神
社

天
岩
戸

神
社

21
8

蔵
田

舞
野

IC
  

  
  

 
北

方
IC

Ｈ
3
0

新
規

立
地

ホ
テ

ル
E
7
7

E
1
0

E
1
0

蒲
江

IC

北
浦

IC

須
美

江
IC

延
岡

IC
・

JC
T

延
岡

南
IC

門
川

南
ス

マ
ー

トI
C

門
川

IC

宮
崎
県

H
3
0
オ

ー
プ

ン
高

千
穂

オ
ー

ト
キ

ャ
ン

プ
場

の
べ

お
か

駐
車
場

駐
車
場

ひ
の

か
げ

ち
ょ

う

天
安
河
原

や
ま

と
ち

ょ
う

ご
か

せ
ち

ょ
う

雲
海

橋
交

差
点

日
之

影
深

角
IC

た
か

ち
ほ

ち
ょ

う

阿
蘇

地
域

観
光

客
数

1
1
6
8
万

人
※

熊
本

地
域

観
光

客
数

7
0
1
万

人
※

高
千
穂
町 Ｈ

2
7

新
規

立
地

ホ
テ

ル

観
光

客
数

1
4
0
万

人

観
光

地
域

間
連

携

延
長

2
.8

km

※
観

光
客

数
は

、
H
2
9
熊

本
県

観
光

統
計

高
千

穂
峡

た
か

ち
ほ 夜
神

楽
(
天

岩
戸

神
社

)
あ
ま
の
い
わ

と
よ

か
ぐ

ら

■
観

光
客

受
け
入

れ
体

制
を
強

化
す
る
高
千

穂
町

駐
車

場
整

備
(
天

岩
戸
地
区

)
遊

歩
道

整
備

事
業

(
三

田
井

地
区

)

事
業
推
進
中

2
0
1
7
(
H
2
9
)
年
度
完
成

た
か

ち
ほ

ち
ょ

う

あ
ま
の
い
わ

と

み
た

い

安
全

・
快

適
な
歩
行
空
間
の

形
成

(
高

千
穂
町
中
心
部

)

2
0
2
3
年
度
完

成
予

定

た
か

ち
ほ

ち
ょ
う

(
イ

メ
ー

ジ
図

)
(
イ
メ
ー
ジ
図

)

た
か

ち
ほ

ち
ょ
う

九
州
横
断
自
動
車
道

延
岡

線
延

長
約

9
5
km

宮
崎

県

熊
本

県
大

分
県

延 岡 市

日 之 影 町

高 千 穂 町
山
都
町

御
船
町

五
ヶ
瀬

町

Ｅ
７
７

高
千
穂
日

之
影

道
路

た
か

ち
ほ

ひ
の

か
げ

き
ゅ
う
し
ゅ
う

の べ お か

ひ の か げ ち ょ う

た か ち ほ ち ょ う

や
ま

と
ち

ょ
う

み
ふ

ね
ま

ち

ご
か

せ
ち
ょ
う

お
お

い
た

み
や

ざ
き

く
ま
も
と

Ｅ
７
７

■
高
千

穂
町
の

宿
泊
客
数

【
北

方
延

岡
道

路
】

蔵
田

～
北

方
間

開
通

き
た
か
た
の
べ
お
か

く
ら
た

き
た
か

た

【
高
千
穂
日
之
影
道
路
】

雲
海
橋
交
差
点

た
か

ち
ほ

ひ
の

か
げ

く
う
ん
か

い
ば

し

ひ
の

か
げ
ふ

か
す
み

～
日
之
影
深
角

IC
間
開
通

▲
高

千
穂
町
の

宿
泊

客
数
推

移
出
典
：
高
千
穂
町
観
光
協
会
,高

千
穂
町

宮
崎
県
観
光
入
込
客
統
計
調

査

た
か

ち
ほ

ち
ょ

う
た

か
ち

ほ
ち

ょ
う

熊
本

地
震

た
か

ち
ほ

ち
ょ

う
過
去

最
高

【
東

九
州
自
動
車
道
】

北
九

州
～

宮
崎
間
開
通

ひ
が
し
き
ゅ
う
し
ゅ
う

き
た
き
ゅ
う
し
ゅ
う

み
や

ざ
き

（
千

人
）

○
○

○
○

○
○

○
○

国
交

省
整

備

N
E

X
C

O
管

理

調
査

中
区

間

直
轄

国
道

補
助

国
道

凡
　

　
　

例
事

業
中

全
線
開
通

た
か

ち
ほ

ひ
の

か
げ

に
し

う
す

き

た
か

ち
ほ

ち
ょ
う
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道
路
－
２
２

東
九

州
自

動
車

道
清

武
JC

T～
北

郷
【
直

轄
】

き
よ

た
け

き
た

ご
う

《
諸
元
等
》

事
業

区
間
：
宮

崎
県
宮
崎
市
清
武
町
今
泉

～
日
南
市
北
郷
町
郷
之
原

延
長
：

１
９
．
０
ｋ
ｍ

全
体

事
業

費
：

１
,
６
２
２
億
円

Ｒ
３

当
初
：

６
２
．
９
億
円
（
事
業
費
）

に
ち

な
ん

《
路

線
位

置
図
》

《
位

置
図

》

《
整
備

効
果

》

東
九

州
自

動
車
道

（
清

武
J
C

T
～

北
郷
）

宮
崎
県

(仮
称

)油
津

IC
あ

ぶ
ら
つ

日
南
東
郷

IC
に

ち
な

ん
と

う
ご

う

日
南
北
郷

IC
に

ち
な

ん
き

た
ご

う

日
南
市

に
ち
な

ん

清
武
南

IC
き

よ
た

け
み

な
み

清
武

JC
T

き
よ

た
け

清
武

IC
き

よ
た

け
宮
崎

IC
み

や
ざ

き

 

(仮
称

)南
郷

IC
な

ん
ご
う

▼
災

害
時

に
お

け
る

輸
送

ル
ー

ト

※
２

宮
崎
県
「
津
波
浸
水
想
定
」
の
設
定
に
つ
い
て
（
資
料
：
宮
崎
県
（
H2
5
.2
.
19
）
）

×

×

伊
比
井

い
び

い

内
海

う
ち
う
み

宮
浦

み
や
う
ら

写
真
①

７
回

１
９
回

２
回

３
回

１
回

１
０
回

２
０
回

３
回

１
回

開
通

区
間

事
業

中
区

間

調
査

中
区

間

▼
国

道
22
0号

の
規
制

発
生
状
況

※
通

行
規
制

は
H1
7～

R1
の

1
5年

間
の
実
績

（
資

料
：
宮
崎
河
川
国
道
事
務
所
）

規
制
理
由

規
制
回
数

備
考

災
害
に
よ
る
通
行
規
制

（
全
面
通
行
止
め
）

14
回

崩
土
崩
壊
、
落
石
等

事
前
通
行
規
制

（
全
面
通
行
止
め
）

52
回

連
続
雨
量

17
0㎜

以
上

合
計

66
回

年
平
均

約
4回

/年

▼
(主

)日
南
高
岡

線
の
規

制
発

生
状

況

※
通

行
規
制
は

H1
7～

R1
年

度
の
15
年
間
の
実
績
(資

料
：
宮
崎
県
）

に
ち
な
ん

た
か
お
か

規
制
理
由

規
制
回
数

備
考

災
害
に
よ
る
通
行
規
制

（
全
面
通
行
止
め
）

14
回

崩
土
、
落
石
等

日
南
高
岡
線

日
南
高
岡
線

((
平
成

平
成

1717
年年
99
月
台
風

月
台
風

1414
号号
))

写
真

②

に
ち

な
ん

た
か

お
か

写
真

①

国
道

2
2
0
号

日
南
市
宮
浦
地
区
（
平
成

2
9
年

6
月
）

に
ち
な
ん

み
や
う
ら

至
日

南
市

至
宮

崎
市

至
延

岡
市

至
都

城
市

至
串

間
市

合
計
６
６
回

年
平
均

約
４
回
の

通
行
規
制
が
発
生

(H
1
7
～

R
1
）

計
５
２
回

計
１
４
回

E
1
0

E
1
0

E
7
8

清
武

J
C

T
～

北
郷

延
長

1
9
.0

km

き
よ

た
け

き
た

ご
う

清
武

J
C

T
き
よ
た
け

日
南
北
郷

IC
に
ち
な
ん

き
た
ご
う

写
真
②

R
4
年
度

開
通
予
定

※
1

延
長

1
7
.8

km

※
1

引
き
続

き
、
芳

ノ
元

ト
ン
ネ
ル

周
辺

の
地

す
べ

り
対

策
が

順
調

に
進

捗
し
た
場
合

※
２

×

鶯
巣

お
う

さ

内
海

う
ち
う
み

内
海

う
ち
う
み

伊
比
井

い
び

い

富
土

ふ
と

富
土

ふ
と

風
田

か
ぜ

た

風
田

か
ぜ

た

風
田

か
ぜ

た

■
東
九

州
自

動
車
道

清
武
JC
T～

北
郷
は
、
九
州

に
お
け

る
循
環
型

高
速

道
路

ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

の
一
部
を
形
成
し
、
九
州
東
部
の
広
域
的
な

連
携

を
図

り
、
物
流
の
効
率
化
及
び
地
域
の

発
展
、

災
害
に
強

い
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
の

構
築

等
を
目
的
と
し
た
道
路
。

■
清
武

JC
T～

北
郷

の
整
備
に
よ
り
、
異
常
気

象
時

の
事

前
通
行
規

制
や

災
害

時
の
通
行

止
め

を
回
避
し
、
災
害
時
に
お
い
て
も
速
や
か
に
緊

急
車

両
や

一
般
車
両
の
通
行
を
確
保
し
、
災

害
時
の

ダ
ブ
ル
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
効
果
に

期
待

。

き
た

ご
う

ち
ょ
う
ご

う
の

は
ら

み
や

ざ
き

き
よ

た
け

ち
ょ
う

い
ま

い
ず
み

き
よ

た
け

き
た

ご
う

継
続

き
よ

た
け

き
た

ご
う
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鹿 児 島 県 霧 島 市

福 山 町 福 山

国
道

２
２
０
号

亀
割
峠
防
災
【
直
轄
】

道
路
－
２
３

■
国
道

２
２

０
号
亀
割
峠
防
災
は
、
土
砂
災
害
時

の
通

行
止
め
に

よ
る

孤
立

集
落
を
回

避
し

、
日
常
生
活
や
地
域
産
業
の
輸
送
ル
ー
ト
と
し

て
信

頼
性
の

高
い
ル
ー
ト
の
確
保
を
目
的
と
す

る
道
路

。

■
国

道
２
２

０
号
亀
割

峠
防
災
の
整
備
に
よ
り

、
通
行

止
め
に
よ

る
孤

立
集

落
の
回
避

や
物

流
の
定
時
性
・
速
達
性
を
確
保
し
、
災
害
時
の

避
難

・
支
援

物
資
の
緊
急
輸
送
道
路
を
確
保
す

る
と
と

も
に
、
信

頼
性

の
高

い
道
路
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
。

《
位
置
図
》

《
諸
元
等
》

事
業

区
間

：
鹿

児
島

県
霧

島
市

福
山

町
福

山

～
鹿

児
島

県
霧

島
市

国
分

敷
根

延
長

：
２

．
３

ｋ
ｍ

全
体

事
業

費
：

１
３

０
億

円

Ｒ
３

当
初

：
１

．
０

億
円

（
事

業
費

）

《
路
線
位
置
図
》

《
当
該
区
間
の
課
題
》

至
霧

島
市

街
地

至
垂

水
市

▲
災
害
箇
所
航
空
写
真
（
H

5
.8
）

▲
国
道
へ
の
土
砂
流
入

（
H

5
.8
）

至
垂

水
市

至
霧
島
市
街
地

海
潟
漁
港

か
ん
ぱ
ち

14
0万

尾
/年牛
根
麓
漁
港

ぶ
り7

0万
尾

/年 水
産
品

加
工
業
者

資
料

[漁
獲
量

]水
産
品
販
売
事
業
者
ヒア
リン
グ
結
果

(H
29

.8
)

[遅
れ
時
間
・ル
ー
ト]
水
産
加
工
業
者
ヒア
リン
グ
結
果

(H
29

.1
0)

▲
国

道
2
2
0
号

通
行

止
め
時

の
代

替
ル

ー
ト

国
分

IC
国
道

2
2
0
号

亀
割
峠
防
災

1
0

2
2
0

2
2
0

水
産
品
加
工
場

→
国
分

IC
間

通
常
時

通
行
規
制
時30
分

3時
間
以
上

か
ご

し
ま

き
り
し
ま

こ
く

ぶ
し
き

ね
か

ご
し
ま

き
り
し
ま

ふ
く
や

ま
ち
ょ
う
ふ

く
や

ま

か
め

わ
り

と
う
げ

か
め

わ
り
と
う
げ

か
め

わ
り
と
う
げ

全
国

へ

霧
島
市

垂
水
市

鹿
屋
市

国
道

2
2
0
号

亀
割

峠
防

災
延

長
２
．
３
ｋ
ｍ

国
道
２
２
０
号
亀
割
峠
防
災

鹿
児
島
県

宮
崎
県

鹿 児 島 県 霧 島 市 国 分 敷 根

熊
本
県

か ご し ま

（ 終 ）

（ 起 ）

き り し ま こ く ぶ し き ね

か ご し ま き り し ま

ふ く や ま ち ょ う ふ く や ま

至 垂 水 市

至 霧 島 市 街 地

2
2
0

1
0

か
め
わ
り
と
う
げ

か
め
わ
り
と
う
げ

か
め
わ
り
と
う
げ

凡
例

国
道

（
直

轄
）

対
象

区
間

ト
ン
ネ
ル

構
造

凡
例

通
常
時

輸
送
ル
ー
ト

災
害
時

輸
送
ル
ー
ト

迂
回
候
補
県
道
の
全
面
通
行
止
め
箇
所

(H
2
7
～

R
2
.1

0
)

H
5
.8
被
災
箇
所

H
5
.8
被
災
時
の
孤
立
集
落

異 常 気 象 時

通 行 規 制 区 間※

※
異
常
気
象
時
通
行
規
制
連
続
雨
量

2
0
0
m

m
以
上

に
達
し
た
場
合
に
通
行
止
め

✕ ✕

新
規
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■
吾
平

大
根

占
田
代
道
路
は
、
東
九
州
自
動
車

道
の
鹿

屋
串
良
Ｊ

Ｃ
Ｔ

か
ら

佐
多
に
至

る
大

隅
縦
貫
道
の
一
部
を
構
成
す
る
区
間
で
あ
り
、

東
九

州
自

動
車
道
や
串
良
鹿
屋
道
路
及
び
国

道
22
0号

等
と

一
体

と
な

っ
て

広
域
道
路

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
道
路
。

■
吾
平

大
根

占
田
代
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
災

害
に
強

い
道
路
網

と
し

て
国

道
26
9号

の
代

替
路
（
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
）
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、

本
県

の
農
畜
産
物
の
一
大
生
産
地
で
あ

る
南
大

隅
地
域
か

ら
志

布
志

港
や
鹿
児

島
空

港
な
ど
の
物
流
拠
点
と
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す

る
こ

と
に

よ
り
、
大
隅
地
域
の
産
業
・
経
済

の
活
性

化
を
支
援

。

(主
)鹿

屋
吾

平
佐

多
線

吾
平

大
根

占
田

代
道

路
【
補

助
】

道
路
－
２
４

《
位

置
図

》

《
当

該
道

路
の

課
題

と
効
果
》

《
路
線
位
置
図
》

事
業

区
間

：
鹿

児
島

県
鹿

屋
市

吾
平

町
上
名

～
肝

属
郡

錦
江

町
田

代

事
業

主
体

：
鹿

児
島

県
延

長
：
１
６
．
０
ｋ
ｍ

全
体

事
業

費
：
３
２
０
億

円
R

３
当

初
：
０
．
４
億

円
（
事

業
費

）

か
の

や
あ

い
ら

さ
た

あ
い

ら
お

お
ね

じ
め

た
し

ろ

あ
い

ら
お
お

ね
じ
め

た
し
ろ

か
の

や
く

し
ら

Ｌ= ｋ ｍ

６
.１ 4
.２Ｌ= ｋ ｍ

2
69

串 良 鹿 屋 道 路

く し ら か の や

吾 平 道 路

あ い ら

吾 平 大 根 占 田 代 道 路

あ い ら お お ね じ め た し ろ

大 隅 縦 貫 道 Ｌ = 約 ３ ３ ｋ ｍ

お お す み じ ゅ う か ん ど う

細
山

田
Ｉ

Ｃ
ほ

そ
や

ま
だ

東
原

Ｉ
Ｃ

ひ
が

し
は

ら

2
69

4
48

4
48

現 道 活 用 区 間

Ｌ= ｋ ｍ

６
.５

笠
野

原
Ｉ

Ｃ

か
さ

の
は

ら

Ｌ= ｋ ｍ

1
6

.0

か
の

や
く

し
ら

鹿
屋

串
良

Ｊ
Ｃ

Ｔ

凡
例

当
該
箇
所
：

供
用
中

：

事
業
中

：

現
道
活
用
：

規
制
箇
所
：

死
亡
事
故
：

0

50
0
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■
宮
之

城
道

路
は
、
鹿
児
島
空
港
か
ら
さ
つ
ま

町
を
経

由
し
出
水
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５
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薩
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、
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縦
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車
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す
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よ
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れ
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、
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、
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薩
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終 薩 摩 郡 さ つ ま 町 泊 野

北
薩

横
断

道
路

L
=
約

６
５

k
m

阿
久

根
北

IC

高
尾

野
IC

き
ら

ら
IC さ

つ
ま

泊
野

IC

広
瀬

IC
(仮

)

さ
つ

ま
広

橋
IC

さ
つ

ま
観

音
滝

IC

野
坂

IC

空
港

北
IC

(仮
)

竹
子

IC
(仮

)

溝
辺

道
路

広
瀬

道
路

阿
久

根
高

尾
野

道
路

L
=
9

k
m

L
=
6

k
m

L
=
1

4
k
m

宮
之

城
道

路
L
=
1

0
k
m

宮
之

城
IC

(仮
)

み
や

の
じ

ょ
う

ひ
ろ

せ

ほ
く

さ
つ

あ
く

ね
た

か
お

の
み

ぞ
べ

く
う

こ
う

き
た

た
か

ぜ

か
ん

の
ん

だ
き

ひ
ろ

は
し

ひ
ろ

せ

み
や

の
じ

ょ
う

と
ま

り
の

た
か

お
の

あ
く

ね
き

た

の
さ

か

(国
)5

0
4
号

宮
之

城
道

路

高
規

格
幹

線
道

路

地
域
高
規
格
道
路

(供
用

)

地
域
高
規
格
道
路

(事
業

中
)

凡
例

さ
つ

ま
町

出
水

市

《
さ
つ
ま
町
子
牛
セ
リ
価
格
》

全国
１位

全国
２位

全国
３位

全国
３位

常
に
全
国
ト
ッ
プ
５

至 空 港

長
島

町

( 終) 鹿 児 島 県 さ つ ま 町 泊 野
さ

つ
ま

泊
野

IC

宮
之

城
IC

(仮
)

広
瀬

IC
(仮
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動
車
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道

路
ネ
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地
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よ
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す
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湾
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．
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０
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．
５
億
円
（
事
業
費
）

あ
く

ね
つ

る
が

わ
う
ち

さ
つ

ま
せ

ん
だ
い

み
ず

ひ
き

ち
ょ
う

■
阿

久
根
川

内
道
路
は
、
南
九
州
西
回
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ト

写
真

①
：

法
面

崩
壊

状
況

（
H
2
2
.
6
）

××

× × × × × × × ×

①

阿 久 根 川 内 道 路

あ く ね せ ん だ い

川
内

原
子

力
発

電
所

×
×

××

写
真

撮
影
箇
所

及
び
撮

影
方
向

①
凡

例

津
波
浸
水
想
定
範
囲
箇

所
防
災
点
検
要
対
策
箇

所
通
行
規
制
実
績
（
10

年
間

）
※
平
成

17
年
～
平
成

26
年

写
真

②
：

大
雨

に
よ

る
冠

水
状

況
（

H
2
3
.
6
）

出
水
ＩＣ

い
ず

み

写
真

③
：

大
雪

に
よ

る
除

雪
状

況
（

R
3
.
1
）

③

②

高
尾

野
北
ＩＣ

た
か

お
の

き
た

野
田

ＩＣ

阿
久

根
北

ＩＣ

の
だ

あ
く

ね
き
た

■
災

害
時
に

お
い
て
も
速
や
か
に
緊
急
車
両
や

一
般
車

両
の
通
行

を
確

保
す

る
と
と
も

に
、

阿
久
根
市
か
ら
鹿
児
島
市
へ
の
ア
ク
セ
ス

性
の

向
上

及
び
円
滑
な
車
両
走
行
が
確
保
さ

れ
る
こ

と
で
、
物

流
の

効
率

化
や
地
域

経
済

の
活
性
化
及
び
災
害
時
の
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
効

果
に
期
待
。

あ
く

ね

阿
久

根
ＩＣ

あ
く

ね

西
目

ＩＣ
（
仮

称
）

に
し
め

大
川

ＩＣ
（
仮
称
）

お
お
か

わ

湯
田

西
方

IＣ
（
仮
称
）

ゆ
だ

に
し
か

た

薩
摩
川
内
水
引

IＣ
さ
つ
ま

せ
ん

だ
い
み

ず
ひ

き

至
鹿
児
島
市

至
八
代
市

▼
平
行
す
る
国
道
３
号
の
被
災
状
況

継
続

《
位
置

図
》

《
諸
元
等
》

《
整

備
効

果
》

《
路

線
位

置
図

》
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市
道

隈
之

城
・
高

城
線

修
繕

代
行

天
大

橋
【
直

轄
】

道
路
－
２
８

《
位
置

図
》

《
諸
元
等
》

事
業
区
間
：
鹿
児
島

県
薩
摩
川
内
市
平
佐
町
～

鹿
児
島

県
薩
摩
川
内
市
東
大
小
路
町

橋
長

：
５
１

８
ｍ
（
修
繕
代
行
３
２
９
ｍ
）

全
体
事
業
費
：

１
５
億
円

Ｒ
３
当
初

：
４
．

４
億
円
（
事
業
費
）

《
損

傷
状

況
》

《
全

景
》

て
ん

た
い

ば
し

か
ご

し
ま

ひ
ら

さ
ち
ょ
う

○
天

大
橋

（
市
道

隈
之

城
・

高
城

線
）

は
薩
摩

川
内
市
内

の
南
北

を
結
ぶ
重

要
な

路
線

で
あ

る
。

○
直

轄
診

断
の
結
果

、
高

度
な

技
術

力
を

要
す

る
修
繕
が

必
要
な

こ
と
か
ら

、
薩
摩

川
内

市
か

ら
の

要
請

に
基

づ
き

、

国
が
修

繕
代
行
に

よ
り

橋
梁

補
修

を
実
施
。

く
ま

の
じ
ょ
う

た
き

《
路
線

位
置

図
》

さ
つ

ま
せ

ん
だ

い

鹿
児
島
県

天
大

橋

床
版
下
面
（
中
空
床
板

橋
）
の

ひ
び
わ

れ
ヒ
ン
ジ
部

（
箱

桁
橋

）
の

垂
れ

さ
が

り

天
大
橋

て
ん

た
い

ば
し

ひ
が
し

お
お

し
ょ
う

じ
ち
ょ
う

て
ん

た
い

ば
し

薩
摩

川
内

警
察

署

薩
摩

川
内

市
役

所

川
内

駅

至
鹿
児
島
市

至 出 水 市

薩
摩

川
内
市

中
央

消
防
署

く
ま

の
じ
ょ
う

た
き

継
続

さ
つ

ま
せ

ん
だ

い

さ
つ

ま
せ

ん
だ

い

か
ご

し
ま

さ
つ

ま
せ

ん
だ

い
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下
関

北
九

州
道

路
道
路
－
２
９

し
も

の
せ

き
き

た
き

ゅ
う
し

ゅ
う

継
続

■
下
関
北
九
州
道
路
は
、
下
関
市
、
北
九
州
市
の
都
心
部
を
結
び
、
循
環
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
よ
り
、
く
ら
し
、
産
業
・
物
流
、
観
光
、

渋
滞
緩
和
な
ど
地
域
の
一
体
的
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
本
州
と
九
州
の
広
域
的
な
人
流
・
物
流
及
び
経
済
活
動
の
活
性
化
を
支
え

る
大
動
脈
、
災
害
時
の
代
替
路
と
し
て
の
機
能
・
役
割
を
担
う
道
路
。

■
令
和
３
年
度
よ
り
、
山
口
県
及
び
福
岡
県
等
の
関
係
自
治
体
と
協
力
し
つ
つ
、
都
市
計
画
・
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
進
め
る
た
め
の
調
査

に
着
手

。

し
も

の
せ

き
き

た
き

ゅ
う
し

ゅ
う

き
た

き
ゅ

う
し

ゅ
う

し
も
の
せ
き

《
位
置
図

》
《
当
該
地
域
の
課
題
》

■
令
和
2
年
7
月
豪
雨
時
で
は
関
門
橋
が
通
行
止
め
と
な
り
、
関
門
ト
ン
ネ
ル
に
交
通
が
集
中
し
、
周
辺
部

が
渋
滞
。

■
関

門
ト

ン
ネ

ル
・

関
門

橋
を

利
用

す
る

交
通

需
要

の
約

8
割

が
広

域
交

通
(
地

域
内

外
・

通
過

交
通

)
で

あ
り

、
通
行

止
め

に
よ
り

約
7
万

台
/
日

に
影

響
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

地
域

の
み

な
ら

ず
広

域
交

通
に
と
っ
て
も
課
題
。

○
令

和
2
年

7
月

の
豪

雨
時

の
影

響
○

通
行

止
め
に
よ
る
本

州
-
九

州
間

の
広

域
物

流
へ

の
影

響

関
門
ト
ン
ネ
ル
・
関
門
橋

を
利
用
す
る
交
通
需
要
の

約
８
割
が
広
域
交
通

□
関

門
ト
ン
ネ
ル

・
関

門
橋

を
利

用
す
る
交

通
需

要

資
料
：
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査

自
動

車
起

終
点

調
査

（
H
2
7
）

注
1
）
全

車
で
集

計
注
2
）
北
九
州
市
・
下
関
市
を
地
域
内
と
し
て
集
計

□
通

行
止

め
の

影
響

が
全

国
に
影

響

九
州

-
本

州
間

の
通

行
止

め
に

よ
り

約
7
万

台
/
日

に
影
響

の
可

能
性

※
海

峡
部

の
構

造
形

式
は

橋
梁

資
料
：
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査

自
動

車
起

終
点

調
査

（
H
2
7
）
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大
分

臨
海

部
に
は

、
九

州
唯
一
の
製
油
所
が
あ
り
、
熊
本
県

へ
は
主
に
国
道
５

７
号

を
利

用
し
て
陸

送
さ
れ
て
い
る
。

■
中
九

州
横

断
道

路
（
大
分
～
犬
飼
）は

、
大
分
県

大
分
市

と
熊
本

県
熊
本

市
を
結
ぶ

延
長
約

１
２
０
ｋ
ｍ
の
中
九
州
横
断
道
路
の
一
部
区
間
と
し
て

計
画

さ
れ

、
大
分

地
域
と
熊
本
地
域
と
を
相
互

に
連

絡
し
、
広

域
的

な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
す
る
目
的
と
し
て
検
討
を
進
め
て
い
く
道
路
。

■
両

地
域
の

連
絡

性
が
高
ま
る
こ
と
で
、
物
流
の
効

率
化
、
災
害

に
強

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形

成
さ
れ
る
事
に
期
待
。

■
令

和
３
年

度
よ
り
、
概

略
ル
ー
ト
・
構
造
等
の
検
討

（計
画

段
階

評
価
）
に
着

手
。

中
九

州
横

断
道

路
（
大

分
～

犬
飼

）
道
路
－
３
０

お
お

い
た

い
ぬ

か
い

な
か

き
ゅ

う
し

ゅ
う

な
か

き
ゅ

う
し

ゅ
う

お
お

い
た

い
ぬ

か
い

お
お

い
た

く
ま

も
と

な
か

き
ゅ

う
し

ゅ
う

《
位

置
図

》

大
分

当
該

区
間

▲
大
分
県
か
ら
熊
本
県
へ
の
陸

送
に
よ

る
ガ

ソ
リ

ン
等
の

輸
送
経

路
と
輸

送
エ

リ
ア

製
油
所

凡
例

ガ
ソ
リ
ン
等
の
輸
送

ガ
ソ
リ
ン
等
の
輸
送
エ
リ
ア

重
要
な
陸
送
経
路

《
地
域
の
現
状
》

熊
本

緊
急
輸
送
ル
ー
ト

広
域
移
動
ル
ー
ト

震
度
（
最
大
値
）

6強 6弱

・
熊
本
県
に
は

世
界

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
の

半
導

体
関

連
の

生
産

拠
点

が
あ
り
、
大

分
市
に
集

積
す
る
部

品
メ
ー
カ
ー
か

ら
部

品
を
供

給
し
て
い
る

凡
例 半
導
体
製
造
装
置
部
品
メ
ー
カ
ー

半
導
体
製
造
装
置

国
道

57
号
ル
ー
ト

半
導
体
製
造
装
置
部
品

半
導
体
製
造
装
置
生
産
拠
点

▲
半
導
体
製
造
装
置
関
連
部
品
の
輸
送
ル
ー
ト

▲
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に
お
け
る
道

路
啓
開

計
画
「

九
州
東

進
作
戦

」

▲
被
災
状
況
写
真
（
H2
9
.9
）

・
発

災
後

、
早

期
に
啓

開
し
、

通
行

確
保

を
行

う
必

要
が

あ
る
「
緊

急
輸

送
ル

ー
ト
（
広

域
移

動
ル

ー
ト
）
」
に
設

定
さ
れ

て
い
る
国

道
５
７
号

に
お
い
て

は
、
路

面
冠

水
等

に
よ
る
通

行
止

め
が

発
生

し
て
い
る
。

※
震
度
：
南
海
ト
ラ
フ
地
震
時
の
想
定
震
度

※
九
州
地
方
に
お
い
て
震
度
６
強
以
上
の
震
度
が

観
測
さ
れ
た
場
合
、
又
は
大
津
波
警
報
が
発
表

さ
れ
た
場
合

※

新
規
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